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重いものを持つときのコツ
～リハビリ小ネタ～

集団リハビリの効果と実施方法の工夫

感染予防の徹底
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継続して感染対策を
行います

片付けや衣替えなど、何かと重いものを持つ
機会がある季節になりました。
そこで今回は、重いものを持つときに腰を痛

めにくい方法を紹介したいと思います。

保健所の方からの感染症対策に関する指導
を受け各個人が徹底出来るように心がけてい
ます。
これまでも感染予防策は行っていましたが、

今回のクラスターを経験して更に意識が高ま
り知識も得たと感じています。
今後も患者さんに安心して頂けるよう感染

予防対策は継続して取り組んでいきます。

当院では一部の病棟で ❝集団リハビリ❞を導入しています。集団リハビリ

導入前と導入後を比較すると平均離床率が大幅に向上〈約41％⇒約64％〉し、
病棟の雰囲気が明るくなりました。また、アンケートの結果では多くの患者さん
からご好評もいただいています。そんな集団リハビリに安全・安心に参加いただ
けるよう当院では感染対策で次のような工夫をしています。

【ポイント】
①荷物はなるべく身体の近くで持つ
支点(持つ場所)から力点(荷物)が
遠くなるほど大きな力が必要になる。

②中腰で持たない
中腰で持った時の腰への負担は

普通に立っている時の2.2倍！！
③脚の力を使う
低い位置の物を持つときは
しっかりしゃがんでから持ち上げましょう。
※しゃがまずに持つと中腰になってしまいます！

近い

遠い

アルコール消毒の実施 マスク装着の徹底

1）内容ごとの対策調整
実施する内容によって感染リスク
が異なる事に着目し、リスク高⇒
低の順位付けをして対策方法を調
整しています。
2）参加者ごとの対策と内容を調整
患者さんによってはマスクが出来な
かったり、感染対策を理解すること
が困難な方もいます。参加者ごとで
の対策方法の調整や参加者の傾向
（認知度・身体機能）で実施場所・
内容を調整して実施しています。
今後も安全で患者さんに喜んでい

ただけるよう取り組んでいきます。


